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研究成果の概要（和文）：3年間の研究を通じて，査読つき論文6本，査読つき国際会議3本，査読つきシンポジウム2件
，招待講演2件（国際1件・国内1件），他国内会議17件の発表を行い，情報処理学会 山下記念研究賞，国際会議 CEA 2
014 Best Paper Award など4件の受賞があり，十分な実績を上げた．コミュニケーション支援の研究としては，顔文字
推薦，ソーシャルクリエータ検索，ソーシャルレシピ検索を実現した．人物の属性については，コミュニティQAを対象
とした意見分析コーパスの構築や，半教師ありトピックモデルを利用したTwitterユーザを対象とした地域属性の推定
に取り組んだ．

研究成果の概要（英文）：We published six refereed journal papers, three refereed international conference 
papers, two refereed symposiums, two invited talks (at one international conference and at one domestic 
conference), and seventeen domestic conferences. Our research works were awarded in four academic 
societies, such as IPSJ Yamashita award, CEA 2014 Best Paper Award, etc. For communication support, we 
implemented emoticon recommendation, social creator search, and social recipe search. For people 
attributes, we created sentiment analysis corpus in community QA, and also implemented an estimation 
framework of Twitter user's life-area by semi-supervised topic model.

研究分野： 自然言語処理

キーワード： 意見分析　コーパス　顔文字推薦　地域属性推定　半教師ありトピックモデル　ソーシャルクリエータ
検索　ソーシャルレシピ検索　読者間コミュニケーション支援
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) SNS (Social Network Service) の発

展に伴い，お互いに知らない人同士が，

出会い，交流を進め，お互いの需要を

満たす機会が増えている．一方，コミ

ュニティの需要に対して適切なタイミ

ングで人を供給することを，システム

が十分支援できているとは言いがたい．

人と人とをつなぐためには，関連する

地域名，時間帯，条件等の入力が不可

欠であり，コミュニケーション支援シ

ステムの実現は重要な課題である． 

(2) テキスト中に現れる単語（実体）間の

関係の推定は，固有表現抽出，イベン

ト抽出などの情報抽出の一連のタスク

と共に，ACE (Automatic Content 

Extraction) などの会議で，重要な要

素技術として開発が進んでいる．しか

し，ニュースやブログが対象となって

おり，SNS やマイクロブログを対象と

して精度の良いシステムを実現するこ

とは課題である． 

(3) 人物の周辺情報の分析には，Web 

people search ワ ー ク シ ョ ッ プ

（http://nlp.uned.es/weps/）など，Web 

上のテキストを解析して人物を検索す

る研究が行われている．また，人物の

情報を利用したコミュニケーション支

援サービスとしては，協調フィルタリ

ングを利用した Amazon などが提供

している情報推薦サービスがある．し

かし，人物の周囲のテキスト情報を解

析し，人と人とをつなぐサービスを実

現することは依然として課題である． 
 
２．研究の目的 
本研究では，マイクロブログ（Twitter）

に代表されるソーシャルメディア上の

『自然言語のテキスト』の中に出現する

人物に関する記述を解析し，その人が持

つ属性を抽出することにより，人間・コ

ミュニティ間のコミュニケーション支援

に応用する．具体的には，人間と周囲に

出現する実体（所属会社，地域名，地位

職業など）間の関係推定器と，文章中の

感情・コミュニケーションタイプの推定

器を利用することにより，記述の自動解

析とコミュニケーション支援を実現する

ことを目指す． 
 
３．研究の方法 
(1) 意見分析コーパスに拡張固有表現をタ

グ付けて分析し，出現することが多い

意見と固有表現パターンについて，関

係を獲得できる単純なパターンが存在

するものを調査し，関係ラベルとパタ

ーンの定義を行う． 

(2) 人物と周辺の事物名間の関係推定器の

構築に取り組む．関係推定の実現には，

機械学習手法を用いる．機械学習の素

性は，実体名の品詞，単語対のそれぞ

れの前後に現れる形態素とその品詞，

人名と実体名のどちらが先にくるか，

などについて検討する． 

(3) マイクロブログデータにおける感情・

コミュニケーション分析結果を連携し

て利用することで，人と人，あるいは

人が所属するコミュニティ間のコミュ

ニケーション支援システムを構築する． 

(4) ソーシャルメディア上のクリエータを

対象として，コミュニティ間のやりと

りに表出する感情タイプ・コミュニケ

ーションタイプを分析することにより，

情報要求に応じた適切な感情・コミュ

ニケーションのやりとりをモデル化し，

クリエータを対象とした検索要求のマ

ッチングを目的としたコミュニケーシ

ョン支援システムの実現を進める． 

 
４．研究成果 

3年間の研究を通じて，査読つき論文6本，

査読つき国際会議 3 本，査読つきシンポジ



ウム 2 件，招待講演 2 件（国際 1 件・国内

1 件），他国内会議 15 件の発表を行い，情

報処理学会 山下記念研究賞など 4 件の受

賞があり，十分な業績を上げた． 

①. 意見分析コーパスの活用事例について，

文書ジャンルごとに整理し，コミュニ

ティ QA の文書を対象として，詳細な

意見情報をアノテートしたコーパスを

作成した．本研究は，情報処理学会論

文誌データベースと，言語処理学会に，

ジャーナル論文として採録された． 

②. 半教師ありトピックモデルを利用して

地域特徴語選択を行なうことにより，

Twitter ユーザの生活に関わる地域属

性の推定手法を提案した．本研究は，

情報処理学会論文誌データベースに採

録され，情報処理学会 IFAT ヤングリ

サーチャー優秀賞，DBS 研究会学生奨

励賞を受賞した． 

③. マイクロブログなどのメディアで，場

面にあった顔文字を選ぶために，ユー

ザが入力したテキストに現れる感情，

コミュニケーション，動作のタイプ推

定を行い，顔文字を推薦する方法を提

案した．本研究は，言語処理学会論文

誌にジャーナル論文として採択され，

情報処理学会 山下記念研究賞を受賞

し，論説資料保存会に採録された． 

④. イラスト共有ソーシャルメディアに着

目して，各制作者が描いたイラスト群

に含まれるタグからその制作者の印象

を推定し，イラスト制作者を検索する

手法を提案した．本研究は，トップコ

ンファレンスである国際会議 ACM 

SIGIR に採録され，別の国際会議

SocialNLP 2013 においてキーノート

スピーチを行なった． 

⑤. その他，実用的なソーシャルレシピの

ランキング手法の提案（国際会議 

CEA 2014 Best Paper Award），読者

間コミュニケーションを目的とした付

箋型インタフェースの研究（電子情報

通信学会レター論文），Yahoo!知恵袋

データを利用したクエリ拡張（日本デ

ータベース学会ジャーナル論文）など

の研究を進めた． 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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